
文
医
但
面
干
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回
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一
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開
鱒
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毎
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一
国
費
舗
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用
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浪
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博
士

-
ま
串
抑
士

旭

町

申

ナ

図

家

の

近

1忙

の説

苑

日
労
賃
論
ご
い
山
人
口
原
則

植
民
及
び
植
民
地
の
一
意
義

雑

鋸

フ
ォ
ー
ド
の
労
賃
論

固一
際九
艇二
憤六
曾 &1三
議皮
心つ

英
以l
銀
行
!界

4

A

U

F

L

・

j

J

』

立
回
申
博
士

組
両
日
間
中
士

相
油
開
明
士

純
消
肌
甲
士

間
消
mv
士

、
L

z

-

U

尋

E
1 議

組

崎

米恒帥
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車太正

耶恭雄

三作

浦田

周

行

森

耕

二

郎
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回
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設

苑

り
カ
ア
ド
円
持
比
論
と
マ
ル
サ
ス
白
人
口
原
則

第
二
+
五
告

五
O 

第

鵠

九
"-，、

日記
-
吉
田

~f 

リ
ノ
カ
ア
ド
の
勢
賃
論
ミ
守'

山

Y

サ
ス
の
人
口
原
則

森

耕

夏目

キ
リ
ア
ム
・
ペ
ア
イ
に
始
ま
る
古
典
間
間
半
減
経
済
学

1
i資
本
家
的
生
産
事
怖
の
内
部
的
関
係
を
研
究
せ
る
も
の

ー
ー
は
、
ア
イ
ジ
オ
ブ
ラ
ー
ト
、
ァ

r
7
7・
ス
を
経
て
リ
カ
ア
ド
に
至
り
て
、
ほ

v
そ
の
完
成
慨
を
成
就
し

た
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
凡
ゆ
る
従
来
的
経
憐
問
中
は
一
先
づ
叫
ノ
カ
ア
ド
に
於
て
そ
の
施
鮎
に
達
し
た
も
の
で
あ
る
E

云
っ
て
よ
い
o

券
貨
論

ω
膳
史
に
於
て
も
亦
同
様
の
こ
ご
が
云
は
れ
得
る
o

ペ
ア
ィ
、

フ
イ
ジ
オ
ク
一
プ
!
ト
に
於

て
見
山
吉
れ
る
勢
貨
の
生
存
投
説
は
そ
の
後
ア
ダ
ム
・
1

ミ
ス
の
踏
襲
す
る
ご
こ
ろ
ご
な
っ
た
が
、
阪
に
他
の
機

曾
に
於
て
吟
味
し
た
や
う
に
、
彼
は
そ
れ
を
十
分
に
展
開
俊
展
せ
し
む
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る

に
9
カ
ア
ド
に
至
っ
て
こ

ω帥
背
負
論
は
彼
れ

ω血
中
説

ω日
常
的
J

吋
か
ら

5
る
一
部
分
芭
な

b
、
彼
れ
の
透
微
な
る
論

理
に
よ

h
、
そ
れ
は
甫
め

τ
一
つ
の
曲
学
問
的
成
形
を
か
も
得
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
o

彼
れ
の
諸
々
の
皐
読
の

重
要
古
か
ら
し

τ.
そ
が
凡
ゆ
る
方
而
に
極
め
て
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
や
う
に
、
彼
れ
の
勢
貸
論
も
亦
、

• 
，・'.



12
内
四

q
B
W
a

、

U
1
釘
ド

u
o一

枇
曾
蓮
動
の
南
方
面
に
亘
h
士
、

ぴ

z
b
官
時
の
み
な
ら
宇
、

末
長
〈
、

諸
々
の
大
な
る
影
響
・
佐
賀
ら

L
た
も
の
で
ゐ
る
。

7

U

H

ク
エ
の
拙
芳
賀
論
、

ラ
サ

1
Y
の
所
調
第
賃
銭
則
説
、

お
よ
び
そ
れ
ん
¥
に
本
づ
〈
一
肱
曾

運
動
じ
及
ぼ
せ
る
影
響
は
、

ぞ
の
最
も
若
し
い
例
措
阻
で
あ
る
。

こ
の
一
リ
カ
T

V
の
勢
質
論
は
、
第
十
入
世
紀
よ
り
第
十
九
世
紀
的
初
葉
に
一
旦
b
て
完
成
せ
ら
れ
た
る
英
国
産
業

革
命
に
件
ふ
勢
負
低
下
、
労
働
者
窮
迫
の
事
質
|
|
異
鵠
な
る
富
山
増
加
正
の
封
立
的
関
係
に
於
け
る

l
Jを
果

Lτ
よ
く
説
明
し
待
た
で
ゐ
」
う
か

?
l
i問
題
の
提
出
。

そ
の
需
要
{
資
本
)
が
供
給
(
妙
働
人
口
)

一
世
て
述
べ
柁
や
う
に
、

y
カ
ア
ド
に
依
れ
は
、

労
働
の
市
場
田
明
椅
は
、

に
越
川
叫
せ
る
場
合
に
は
、

を
の
自
然
債
格
の
上
に
昇
。
得
る
の
で
ゐ
る
が
、

然
る
場
合
に
於
て
は
、
抽
労
働
者
の
境

也
1
主
え
さ
な
ち
、

;
l
f
l
:
 

結
婚
は
奨
励
噌
ら
れ
、

随
っ
て
出
生
放
は
増
加

L
、
そ
の
結
果
は
雌
労
働
人
口
の
資
本
に
謝
す

そ
の
市
場
欄
絡
は
久

L
か
ら
中
し

τそ
の
自
然
債
務
に
落
付
か

.3
る
を
得
な
い
。

こ
れ
に
反

る
叫
旭
刷
澗
正
な
り
、

L
、
労
働
人
口
の
供
給
が
そ
の
需
要
に
超
過
せ
る
場
合
に
於

τは
、
勢
働
の
市
場
債
務
は
そ
の
自
然
倒
格
よ
り
下

b
-
」
己
、
な
る
が
.
然
る
場
合
に
於
て
は
、
勢
働
者
の
境
遇
は
不
良
正
な
り
、

結
婚
は
阻
止
せ
ら
れ
、

出
生
数
は

た
め
に
労
働
人
口
は
そ
の
需
要
に
及
ば
ぎ
る
ヨ
』
吉
、
な
り
、

結
局
勢
働
の
市
場
債
格
は
そ
の
自
然
債
格

に'減
m 佳
品古 L -t、
る

J 
」、
な
る
の
で
あ
る。
要
す
る
に

F
カ
ア
ド
に
在
り
て
は
、

任
意
じ
増
加
l
得
る
一
般
商
品
の
場

久
し
か

、Eヨ
}
A
口
、
、
「
し
、

壬
l
方
1

に
ご

ο
一
時
的
に
商
品
の
市
場
慣
椅
が
そ
の
自
然
倒
格
の
上
下
仁
逸
脱
す
る
こ
ご
ゐ
る
も
、

ら
す
し
て
、

雨
者
は
一
致
し
得
る
に
至
る
の
機
構
を
、

一
般
平
均
利
潤
卒
の
法
則
に
見
出
し
花
や
う
に
、

リ
カ
ア

ド
は
労
働
(
カ
)
を
商
品

ω
一
種
芭
な
し
、

毛
の
市
場
開
問
格
Z
自
然
債
格
子
ぜ
認
め
、

き
う
し
て
そ
の
両
者
の
一
致

詑

ヲ百

ヲ
カ
ア

Y

O
捗
質
論
・
と
マ
ル
サ
系
白
人
口
原
則

第
二
十
五
巻

五

f事

現

ゴL
じ

‘ 

， ' ，・e



設

苑

九
A 

リ
カ
ア
ド
の
努
質
論
と
マ
ル
サ
ス
白
人
口
原
則

第
二
十
五
巻

五

第

披

の
機
構
を
7

Y
サ
ス

ω人
口
法
則
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

hr
〈
リ
カ
ア
ド
に
於

τ叫
労
働
(
カ
)
が
一
ウ
の
商
品
E
し

て
観
性
ら
れ
、
一
般
商
品

ω煩
値
法
則
が
等
し
〈
叫
労
働
(
カ
)
商
品
に
も
安
賞
す
る
も

ω
Zせ
ら
れ
た
こ
ご
は
、

y

カ
ア
ド
勢
質
論
の
特
徴
乃
至
長
所
を
成
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
雨
者
一
致

ω機
構
ご
し
て
旧
却
し
て
一
つ
の
自
然
法

則
た
る
司
戸
す
月
の
人
口
原
則
は
、
正
嘗
に
選
ば
れ
得
る
で
ゐ
ら
う
か
?
郎
も
そ
れ
は
現
・
貨
の
労
賃
蓮
動
の
機

軸
ピ

LJL
巣

L
て
堪
え
得
る
で
あ
ら
う
か
?
結
局
マ
片
す
ス

ω人
口
原
則
に
立
脚
せ
る

y
カ
ア
ド
の
労
賃
論

は
、
果
し
て
よ
〈
こ
の
資
本
主
義
生
産
方
法
の
下
に
於
り
る
勢
賃
現
象
・
勢
働
者
の
「
人
間
疎
外
」
り
放
般
を
説
明

L
得
た
で
あ
ら
う
か
?
私
は
こ
の
問
題
を
訟
に
問
題
ご
し
て
見
た
い
ピ
恩
ふ
の
で
ゐ
る
が
、

1

1
問

題

限

定

!
こ
の
小
此
に
於
て
は
、
ワ
ヵ
ァ
ド
の
書
論
ミ

5
5人
U
原
則
は
の
閥
係
、

ωマ
ル
ゴ
人
口
原

則
の
枢
軸
、
己
7

ル
サ
ス
の
禁
固
論
J

己
彼
れ
の
人
口
原
則
ご
の
関
係
、
お
よ
び
崎
現
賓
の
労
賃
運
動
ピ

y
カ
ア
ド

の
労
賃
擾
動

ω理
論
、
を
問
題
一
、
』
す
る
に
止
め
、
マ
ル
す
旦
人
口
原
則
そ
の
も
り
、
徐
討
、
並
び
に
そ
れ
に
艇
は

る
諸
々
の
問
題
に
就

τは
他
の
機
曾
仁
譲
る
こ
ど
、
す
る
。

一一一

す
で
じ

p
カ
ア
ド
以
前
り
皐
者
に
し
て
勢
賃
山
一
生
存
品
質
説
を
主
張
せ
る
も
の
は
、
殆
ん
ど
常
に
何
等
か
の
形
に

於
け
る
人
口
運
動
的
理
論
を
そ
れ
が
猿
勤

ω機
軸

t
L
て

か
e
さ
る
は
な
い
(
例
へ
ば
チ
ユ
戸
ゴ

1
、
子
、
、
ス
)
。

ヌ
マ
戸

y
z
の
人
口
原
則
は
、
車
bJ
吋
ノ
カ
ア
ド
の
一
時
労
賃
論
の
み
な
ら
す
、
牧
雄
涯
械
の
法
則
ピ
相
並
ん
で
、
彼
れ

の
益
分
配
理
論
の
基
礎
的
前
提
を
成

L
τ
ゐ
る
。
が
人
口
原
則
を
努
貨
獲
勤
の
機
構
」
し
て
最
も
整
ひ
た
る
形
に

於
t
取
扱
っ
た
の
が
、
吋
ノ
カ
ア
ド
の
持
質
論
で
あ
る
ば
か
り
で
な
〈
、
彼
れ
り
こ
の
二
者
の
闘
係
は
彼
れ
の
分
配

‘ 

-. . " .. 



論
を
理
解
す
る
上
に
於

τ可
成
h
大
な
る
役
割
を
演
じ
て
ゐ
る
。

リ
カ
ア
ド
は
人
口
論
を
自
ら
精

L
〈
説
く
所
は
な
か
っ
た
が
、
彼
が
如
何
い
マ
U
F

サ
λ

の
人
口
法
則
に
殆
九
H

と

全
部
的
に
傾
倒
し
た
が
以
、

h
i

ゐ

l
¥な
る
彼
れ
の
詞
か
ら
し
て
容
易
に
推
測
し
得
る
。

例
へ
ば
7

F

f

ー
が

y
カ
ア
ド
に
そ
の
著
『
人
口
の
原
理
」
を
贈
っ
た

E
さ
ド
ト
、
そ
れ
に
射
す
る
鵡
献
に
於
て

P

カ
ア
ド
は
、
『
・
・

-a

私
が
二
の
書
物
か
ら
受
け
た
一
般
的
の
印
象
は
非
常
な
る
も
の
で
あ
る
o

そ
の
主
張
が
似

る
明
隙
に
又
揃
足
に
設
か
れ
て
ゐ
る
の
で
、
私
は
大
な
る
興
味
を
戚
じ
た
の
で
め
い
ι
が
、
告
れ
は
就
が
ア
ダ
ム
-

Z

ミ
旦
の
か
の
有
名
な
る
著
作
を
誠
ん
に
ピ
き
仁
得
た
興
味
仁
次
「
も
の
で
め
る

h

t
一
五
っ
て
を
り
、
そ
の
後

閥
も
な
(
叉
究
の
や
う
な
こ
=
を
7

F

7

1

に
宛
て
た
る
書
簡
に
於

τ書
ντ
ゐ
る

l
l
Zは
そ
れ
を
(
エ
サ

ー
の
人
口
原
理
)
今
ニ
、
に
得
て
、
再
び
-
}
的
新
ら
し
い
事
柄
を
繰
り
返
へ
[
讃
ん
ピ
。
そ
し
て
私
は
い
ろ

l
¥

ご
工
夫
し
て
ゐ
な
た
正
意
見
、
異
仁
す
る
一
助
を
見
出
さ
う
正
努
め
る
り
れ
Y
』
も
、
極
め
て
少
し
、
か
な
い
の
を
見

て
驚

νて
ゐ
る
次
第
で
ゐ
る
o
」

リ
ノ
カ
ア
ド
が
ヨ
』
の
マ

W

サ
ス
の
一
人
口
原
理
を
承
認
前
提
す
る
こ
E
に
よ

b
、
彼
の
労
賃

ω運
動
を
説
明
し
た
文

章
は
、
か
の
ソ
カ
ア
ド
の
詞
|
|
「
労
働
の
市
場
債
格
が
を
の
必
然
倒
格
に
超
過
せ
る
場
合
に
於
て
云
グ
『
「
労

働
の
市
場
慣
桁
が
そ
り
自
然
倒
物
以
下
仁
在
る
場
合
に
は
云
々
』
・
の
外
じ
左
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

「
人
口
の
原
則
が
人
数
の
増
殖
に
及
ぼ
す
作
用
の
わ
九
め
に
、
最
低
種
類
的
勢
貨
は
、
自
然
ご
慣
習
バ
が
帥
労
働
者

の
支
持
の
た
め
仁
要
求
す
る
ピ
こ
ろ
の
率
よ
り
以
上
に
、
決

L
τ
甚
に

L
(持
続
す
る
こ
Z
が
な
い
。
』
(
註
)

融

と
の
酷
に
就
て
の
リ
カ

7
V
の
文
言
此
む
ほ
串
〈
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
由
一
つ
を
左
に
引
用
す
る
。
ニ
E
三

書，

就

都
ニ
十
五
容

丸
丸

設

要E

9
N
ア
ド
m
足
首
賞
曲
と
噌
ル
サ
ス
四
人
口
原
則

Lelters of Ricardu tn ~柾altllll!': ， p. 107. 

Letters of Ricardo to Malthus， p. J44・
Ricardo， Prinsiples. GODner's ed.. p. 7ト 2
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苑

範
二
十
五
巻

批

リ
力
ア
ド
白
勢
質
請
と
マ
ル
サ
λ

白
人
口
原
則

亙
閤

第

韓

O 
O 

『帯
L
勢
働
者
自
靴
や
衣
服
が
、
醐
拙
山
越
最
に
位
ヲ
て
現
に
そ
の
生
産
に
h

世
相
官
な
る
労
働
申
四
分
自
一
て
生
産
さ
れ
帥
る
や
う
に
な
る
な
ら
ば
、

唱えれ
b

り
も
白
は
恐
ら
〈
七
五
パ
ア
セ
ン
ト
下
帯
ナ
る
ず
あ
ら
う
。
し
か
し
勢
働
者
が
そ
の
た
め
に
巴
ι

主
観
的
に
一
う
の
代
り
に
四
着
白
上
衣
を
又

凹
足
四
靴
在
、
前
提
す
る
こ
と
が
山
車
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
は
大
山
繰
り
て
、
競
争
お
よ
び
人
口
噌
加
由
刺
戟
E
窓
越
す
紺
果
、
彼
れ
の
勢

3
 

貨
は
謹
か
ら
ず
し
て
そ
れ
を
恥
目
し
て
蹴
入
タ
る

ι需
品
自
新
圃
値
に
趨
臨
す
る
や
う
に
定
曲
、
b

b

h

で
あ
ら
う
。
』

布
に
於
て
見
た
る
や
う
に
h

咽

ノ

カ

T
V
は
守
ル
サ

λ
m
w
λ
日
原
則
を
是
部

L
、
そ
れ
を
勢
賃
挺
動
の
機
構

Z
し

て
採
用
し
た
の
で
め
る
が
、
し
か
ら
ば
こ
の
守
ル
サ
λ

の
人
口
原
則
正
は
如
何
な
る
も
の
か
?

T

b

F

サ
ー
の
人

口
原
則
の
内
容
を
今
夏
こ
正
新
ら

L
〈
吟
味
す
る
の
は
興
味
め
る
二
正
で
は
な
い
。
が
こ
ご
の
順
序
正
し
て
ホ

y

の
要
領

rり
を
窺
う
て
見
る
。

辛
の
『
人
口
の
原
理
』
諸
版
の
聞
に
於

τ著
し
い
差
異
が
あ
る
の
で
、

を
御
言
す
る
に
苦
し
む
の
で
あ
る
が
.
今
極
め
て
そ
の
大
健
を
要
約
せ
ん
に
、

マ
ル
サ
λ

の
人
口
原
則
の
内
容
は
、

マ
町
戸
サ
ス
は
先
づ
左
の
如
当
日
ニ
個

の
日
公
準
(
町
E
Z
F
Z
)
か
ら
出
資
す
る
。

第

食
物
は
人
類
の
生
存
に
必
要
な
る
ニ
芭
。

耐
性
聞
の
情
慾
は
必
要
で
ゐ
り
て
、
大
穂
現
放
を
維
持
す
る
で
あ
ら
う

E

V
ふ
ニ
正
。

第「
こ
れ
ら
ニ
つ
の
法
則
は
、
吾
々
が
人
類
仁
つ
い
1
1
何
等
か
の
知
識
を
有
つ
ゃ
う
仁
な
っ
て
こ
の
方
、
吾
々
の

性
質
仁
つ
い
て
の
確
定
法
で
あ
っ
た
ゃ
う
で
ゐ
ゐ
。
吾
々
は
、
今
迄
こ
の
法
則
じ
何
等
の
鐙
化
を
も
見
な
か
っ
た

の
で
め
る
か
ら
、
備
も
初
め
て
宇
宙
の
秩
序
を
作
り
、
高
物
の
利
盆
の
允
め
に
今
も
な
ほ
確
定
の
法
則
に
従
っ
て れ

Ricardo. Prinsiples， pp. ID-I r その他 p.75・2曇問。
Malthus， An Essay on the Principle 01 Population， 1St ed. p目1I・
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是
の
力
を
在
接
に
働
か
せ
な
い
v
以
速
は
、
右
の
法
則
が
や
が
て
現
在
在
る
が

古
結
論
す
る
権
利
は
な
い
わ
け
で
め
る
o
』

7
w
す
旦
は
一
』
の
ニ
個
の
公
準
を
前
提
ピ
し
、
食
物
増
加
の
歩
合
古
人
類
の
出
生
率
ピ
の
相
関
々
係
を
問
題
t

L
、
そ
こ
に
彼
れ
の
人
口
原
則
を
樹
て
る
。
即
も
こ
の
二
者
叶
比
率
が
相
通
合
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
れ
ば
問
題

は
な
い
。
が
7

W
サ
λ

じ
依
れ
ば
、
現
貨
の
事
賞
は
こ
れ
に
反
す
る
o
「
人
口
の
増
加
カ
は
土
地
が
人
間
の
生
活

費
科
を
生
産
す
£
カ
よ
b
も
趨
仁
大
な
る
も
の
で
あ
る
。
人
口
は
若

L
妨
げ
ら
晶
、
こ
正
が
な
り
小
ば
、
幾
何
事

的
の
制
九
日
「
い

τ増
加
す
る
o

[
か
る
じ
生
活
資
料
は
算
術
的
の
割
合
に
て
増
加
す
Z
に
す
吉
な
い
o』

色
々
の
甲
」
己
を
司
つ

τゐ
る
紳
が
、

ゃ
う
で
な
〈
な
る
で
ゐ
ら
う
、

ニ
の
こ
っ
の
カ
1

|
人
口
の
箆
殖
カ
己
生
活
資
料
の
増
加
カ
ー
ー
は
斯
様
に
不
同
な
る
も
の
で
め
る
が
、
「
人

組
の
生
活
に
は
食
物
が
必
要
で
あ
る
正
い
ふ
吾
々
油
性
質
仁
閲
す
る
法
則
が
ゐ
っ
て
、
こ
の
一
一
つ
の
不
同
な
る
カ

の
結
果
を
劃
等
の
も
の
Z
し
な
り
れ
ば
止
ま
な
い
。
』
毛
れ
は
如
何
仁

L
て
可
能
で
め
る
か
?

『
動
純
物
の
雨
界

を
通
じ
て
、
肖
然
は
‘
そ
の
最
も
賛
淳
に
し
て
自
由
な
る
手
を
以
て
、
生
命
の
積
子
十
成
(
時
、
ヵ
散
ら
し
た
。
而

し
て
そ
れ
は
場
所
ピ
、
そ
れ
を
育
て
る
に
必
要
な
る
養
分
ご
を
、
比
較
的
に
者

A
r。
地
上
の
こ
り
一
駄
に
合
ま

れ
て
ゐ
る
生
命
の
阪
和
は
、
食
物
が
豊
宮
で
、
績
が
り
得
る
場
所
が
充
分
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
数
千
年
の
内
に
は
、

数
百
誌
の
世
界
に
一
杯
に
な
る
で
あ
ら
う
。
た
uv

か
の
荷
物
を
支
配
す
る
必
然
が
、
彼
等
を
一
定
の
限
度
に
制
限

す
る
。
こ
の
一
大
制
限
り
下
に
は
如
何
な
る
植
物
も
、
如
何
な
る
動
物
も
服
古
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
人
類
も
亦

如
何
に
理
性
の
力
に
依
る
も
、
こ
の
法
則
か
ら
兎
れ
る
古
川
1

ム
こ
正
は
で
き
ぬ
。
植
物
芭
動
物
苫
仁
は
、
こ
の
結

果
Z
し
て
、
稀
子
の
浪
費
E
疾
病
ご
早
死
ご
が
あ
る
。
人
類
に
は
窮
乏
芭
罪
悪
ピ
が
あ
る
。
前
者
卸
も
窮
乏
は
絶

院

E 
宝i

停

就

O 

第
二
十
五
容

苑

明
カ
ア

V
の
勢
賃
歯
止
マ
ル
サ
ス
白
人
口
原
則

ibid.， pp. 11-12 高野大内氏謀本 12頁。~~丈は大盤これに械れども JW干に
挺改Lたる防あり、以下同ピ。荘口氏謀本千元ドすよし、五会開せず。
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詑

針
的
・
に
こ
の
法
則
の
必
然
的
結
果
で
あ
る
。
罪
悪
も
殆
ん
H
Y
」
恐
ら
(
は
そ
の
結
果
で
あ
っ

τ、
五
日
々
は
現
に
そ
の

大
い
に
普
及
せ
る
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
た

v
こ
れ
を
以

τ絶
謝
怖
に
必
然
的
な
結
果
だ
£
呼
h
A
-

』
ど
は
で
き
泊

だ
ら
う
。
道
徳
の
試
金
石
は
邪
岡
崎
の
誘
惑
に
抵
抗
す
る
ニ
芭
に
の
U
o』

h
p

〈
て
7
U
F
サ
ス
は
そ
の
人
口
の
一
田
川
河
を
要
約
し

τ左
の
如
〈
云
っ
て
ゐ
る
。

「
人
口
の
増
加
は
必
然
的
に
そ
の
生
活
資
料
に
よ
っ
て
制
限
せ
ら
れ
る
。

一a
人
日
は
生
活
資
料
が
増
加
す
れ
ば
必
ら
宇
増
加
す
る
。

可
人
口
的
増
加
カ
的
優
勢
は
窮
之
ご
罪
悪
ご
に
よ
っ
て
抑
歴
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
現
賞

ω人
口
は
古
、
れ
に
よ
っ

τ生
活
資
料
己
均
衡
を
保
た
し
め
ら
る
臼

以
上
は
「
人
口
の
原
理
」
第
一
版
に
現
は
れ
た
る
所
謂
?

w

f

λ

人
口
原
則
の
骨
子
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
肢
に

於
て
引
続
き
彼
れ
の
人
口
論
の
中
極
的
忠
鶴
正
な
っ
た
も
の
で
あ
る
o

たい
V

第
二
版
以
後
に
於
て
「
道
徳
的
抑
制
」

が
附
加
さ
る
、
一
』
ご
に
よ
b
、
こ
の
法
則
の
自
然
法
則
的
必
然
性
が
若
干
緩
和
さ
る
、
に
至
っ
た
-
ミ
」
は
普
ね
(

苑

m
mア
ド
O
R
X
質
論
と
マ
ル
サ
λ

白
人
口
原
則

第
二
十
五
番

一
五
六

策

班

O 

知
ら
る
、

t
，
』
ろ
で
ゐ
る
。

四

←一一一一一

y
カ
ア
ド
は
こ
の
マ
ル
サ
ー
の
人
口
原
則
の
上
に
立
脚

L
て
そ
の
僻
背
負
麗
動
一
致
の
機
構
を
説
明
し
た
の
で
ゐ

る
正
云
は
る
、
が
、

果
し
て
噂
』
の
二
者
は
必
然
的
な
る
漣
闘
の
下
に
あ
る
で
あ
ら
う
か
?

一
見
こ
の
こ
ど
は
殆

ん
で
自
明
で
あ
る
ご
思
は
る
り
れ
ど
も
、

必
ら
守
じ
も
然

b
z
云
へ
泊
。

差
し

y
カ
ア
ド
己
?
U
F
f
A
E
は
と
も

に
こ
の
人
口
原
則
に
立
脚
1
て
そ
の
勢
賃
論
士
設
い

τゐ
乍
ら
、

そ
の
勢
賃
論
は
岡
じ
で
ゐ
る
ご
は
一
去
へ
両
か

ibid.. pp. 14-6 
ibid.， pp. '40-1. 
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-bo

そ
れ
伎
に
忍
は
ニ
の
二
者
の
漣
闘
を
吟
味
す
る
に
つ
い

τ先
づ

7

F

サ
ス
の
勢
賃
論
は
そ
の
人
口
法
則
正
如

何
な
る
関
係
の
下
に
在
る
が
、

を
若
干
吟
泳
し

τ置
き
た
い
。

T

Y

ナ
ー
の
労
賃
論
は
帥
労
賃

ω需
要
供
給
詑
で
あ
っ
て
、

大
般
に
於

τ
、
ス
ミ
旦
の
叫
胃
袋
論
り
う
ち
に
見
出
苫

れ
る
生
存
費
試
を
リ
ノ
カ
ア
ド
が
品
目
旧
民
支
持
し
た
る
に
封

L
、
Y

U

N

サ
λ

は
そ
の
需
要
供
給
設
を
縦
承
主
張
し
た
も

の
で
あ
る
さ
見
1
よい
1

0

マ
ル
サ
λ

は
ス
ミ
旦
の
詞
|
|
『
勢
働

ω貨
僻
償
絡
は
必
ら
す
二
つ
め
事
情
に
よ
-
h
J

左

右
さ
れ
る
o

勢
働
に
針
す
る
需
要

生
活
り
必
要
品
お
よ
'
ぴ
便
利
品
の
煩
格
は
卸
も
こ
れ
で
あ
る
。
」
を
寅
際
上
金

(
正
し
い

t
Lて
ゐ
る
。

7
w
f
λ

に
従
へ
ば
、

『
前
要
供
給
山
原
則
以
貨
物
並
び
に
勢
働
の
ご
附
的
永
久
的
の

そ
が
労
働
省
〈
は
貨
物
の
永
久
的
供
給
の
必
然
的
保
件
で
あ
る
ピ
の
理

e

』
れ
ら
の
傾
絡
に
影
響
を
及
ぼ
す
山
』
彼
は
・
』
山
り
惜
労
働
の
需
要
を
以
て
現
寅
に
労
働
の
維
持
に

型書
ら υ)

し規
て制
の者
みで
、あ

る

生
産
費
用
は
、

使
用
さ
れ
£
基
金

卸
も
生
活
必
要
日
間
を
意
味
し
、

崎
労
働
の
供
給
を
以
て
勢
働
者
人
口
を
意
味
す
る
。

苫
ス
ノ
ー
レ
工

勢
働
の
自
然
倒
格
正
は
-
』
の
需
要
ピ
供
給
ご
が
合
致
し
た
る
場
合
成
立
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
。

卸
も
彼
れ
山
言

葉
に
従
へ
ば
、
『
努
働

ω自
然
的
治
(
は
必
然
的
債
絡
は
、

卒
均
的
需
要
を
充

批
曾
の
現
賞
り
山
肌
践
り
干
に
於
て
、

た
す
に
十
分
な
る
労
働
者

ω
平
均
的
供
給
を
慈
起
す
る
に
必
要
な
る
岡
田
格
で
あ
る
山
』
そ
し
て
勢
働
の
市
場
慣
格
即

も
市
場
に
於
り
る
現
賞
の
償
給
ご
は
、

一
時
的
な
る
原
判
聞
か
ら
こ
の
平
均
的
需
要
を
供
給
す
る
に
必
要
な
る
所
の

も
の
、
上
に
若
〈
以
下
に
一
時
的
仁
あ
る
も
の
で
あ
る
o
」

こ
の
労
働
の
自
然
倒
絡
が
リ
ノ
カ
ア
ド
の
そ
れ
正
、
そ
の
内
容
に
於

τ、
異
な
る
所
あ
る
は
明
ら
か
で
あ
る

o
y

カ
ア
ド
は
労
働

ω自
然
債
格
を
以

τ、
「
労
働
者
を
し
て
相
互
に
、
増
減
又
は
減
少
す
る
こ
ご
な
し
に
、
生
計
を
維

説

施

リ

-m
ア
V
白
勢
質
論
と
マ
ル
サ
ス
由
人
口
原
則

第
ニ
十
五
巻

五
Fじ

錦

部

。

Malthus， Principles of Pulitical Economy， 18:20， p. 241. 
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詑

苑

O 
四

り
カ
ア
ド
白
骨
骨
賃
論
・
と
マ
ヲ
サ
λ

白
人
口
原
則

第
二
十
五
巻

E 
λ 

第

披

持
し
旦
っ
そ
の
積
族
を
永
続
せ
し
h
U
る
に
必
要
な
る
債
格
で
あ
る
」
・

t
定
義
し
て
ゐ
る
が
、

7

Y

サ
ス
に
従
へ

ば
、
こ
の
債
格
は
最
も
不
自
然
な
る
債
格
で
あ
る
o

「
蓋
し
事
物
の
自
然
的
放
態
の
下
に
於
て
は
‘
詞
を
換
え

1

云
へ
ば
、
富
古
人
日
正
の
進
歩
に
品
到
し

τ大
な
る
障
害
な
き
場
合
に
於
て
は
、
か
、
る
債
格
は
一
般
的
に
数
百
年

，
に

E
る
も
超
h
得
ぺ
か
ら
古
る
も
の
で
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
〈
こ
の
債
格
が
寅
際
に
稀
で
ゐ
h
、
事
物
ん
と
迎
常

の
放
践
に
於

τは
、
か
〈
遼
き
時
貼
に
存
す
る
も

ωで
あ
る
ど
せ
ば
・
労
働
の
市
場
債
格
を
以
て
単
に
一
時
的
に

そ
の
固
定
的
削
岡
崎
の
上
下
に
靖
離
し
、
久
ー
か
ら
中
し
て
切
』
れ
に
復
腕
す
る
も
の
で
あ
る
ご
考
ふ
る
こ
ピ
は
、
明

ら
か
に
大
な
る
誕
謬
に
導
〈
に
相
違
な
い
削
」

←一一ーー

要
す
る
に
マ
ル
す
ス
に
於
て
は
、

が
-
そ
の
自
然
倒
格
な
る
も
の
は
極
め
て
可
極
的
一
時
的
り
も
の
で
あ
っ
て
、
リ
カ
ア
ド
の
そ
れ
り
や
う
に
回
定

的
り
も
の
で
は
な
い
。
且
つ
こ
の
自
然
倒
桁
は
ソ
カ
ア
ド
に
於
げ
る
ご
異
な
h
‘
車
り
勢
働
者
の
生
活
資
料
的
債

格
に
よ
っ
て
客
観
的
に
決
定
せ
ら
る
、
も
の
で
は
与
(
、
真
に
勢
働
に
曲
目
す
る
需
要

l
l労
働
基
金
に
よ
っ
て
決

定
せ
ら
る
、
も
の
で
ゐ
る
。

7

ル
サ
ス
に
従
へ
ば
、
農
作
，
又
は
農
夫
的
資
本
を
傷
つ
り
な
い
何
等
か
の
他
の
理
由

に
よ
り
穀
物
の
債
格
が
下
落
せ
る
時
に
は
・
勢
働
の
生
産
設
は
減
少
す
る
・
と
一
五
は
る
、
か
も
ん
別
れ
ぬ
が
、
叫
背
負
が

下
落
す
る
こ
ど
は
な
い
。
一
入
一
五
、
六
年
に
於
け
る
勢
貨
の
下
落
は
農
夫
の
澗
失
に
因
る
需
要
の
掛
惑
に
よ
ち

て
の
み
惹
起
さ
れ
た
の
で
・
勢
働
の
生
犀
費

ω減
少
ご
は
何
等
の
開
係
が
な
い
M

こ
の
努
賃
決
定

ω理
論
に
於
て
マ
b
y

サ
旦
の
人
口
原
則
は
如
何
な
る
役
目
を
演
じ
て
ゐ
る
か
を
見
ん
じ
、
彼
に

在
h
て
は
、
労
賃
は
労
働
の
需
要
|
|
労
働
基
金
が
増
大
せ
る
時
仁
高
い
の
で
あ
る
が
、
か
、
る
場
合
リ
ノ
カ
ア
ド

リ
ノ
カ
ア
ド
に
於
け
る
ご
同
じ
〈
、
努
働
の
市
場
問
問
格
ど
自
然
倒
格
ご
が
あ
る

ibid'j p. 247・
"マルザス li白ι如ιヂ Lて補!かに勢賃塾金訟の5とてるった“一一-Bonar

j 
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の
主
張
す
る
が
如
〈
直
も
に
人
口
の
増
加
が
行
は
れ
、
久
し
か
ら
す
し
て
も
ご
の
自
然
績
格
に
落
付
〈
ピ
は
し
な

か
、
る
場
合
労
働
者
は
道
徳
的
抑
制
を
行
ム
こ
ご
に
よ
り
て
よ
〈
長
く
そ
の

い
。
卸
も
T

W

?

ス
ド
在
、
り
て
は
、

勢
貨
を
維
持
す
る
・
』
ご
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

か
〈
云
ム
も
の
人

y
カ
ア
ド
ご

7

F

サ
ス
の
労
賃
論
は
、
そ
の
特
徴
は
程
度

ω問
題
で
あ
る
程
に
、
相
干
の
主

張
じ
類
似
せ
る
見
解
を
有
っ

τゐ
る
。
だ
が
つ
ま
る
所
一
般
的
に
言
っ
て
、

7

片
す
兄
人
口
法
則
ご
州
胃
袋
決
定
正

の
関
係
に
つ
い
て
は
、

wノ
カ
ア
ド
は
マ
ル
Y

サ
ス
の
人
口
原
則
を
主
正
し
て
そ
の
本
来
的
な
る
姿
に
於
て
見
る
慣
}
戸
、

に
よ
り
(
勿
論
彼
も
亦
道
徳
的
抑
制
を
全
然
認
め
な
か
っ
た
わ
り
で
は
な
い
て
毛
に
第
賞
品
世
動
一
致
的
機
柿
を

認
め
た
乙
に
反
L
、
マ
ル
サ
ー
は
そ
の
人
口
法
則
の
道
徳
的
抑
制
を
高
制
す
る
こ
ご
に
よ
り
、
労
働
の
自
然
倒
格

の
リ
カ
ア

γ
の
そ
れ
よ
h
長
〈
上
昇
し
得
る
可
能
を
云
ふ

ωで
あ
る
。

労
賃
論
=
人
口
法
則
正
の
関
係
い
つ
い
て
の
こ
の
こ
う
の
見
解
の
蛍
弔
問
は
問
題
の
外
に
置
き
、
兎
に
角
H
y
b
J

ア

ド
の
勢
質
論
が
そ
の
最
も
本
来
的
な
る
形
に
於

τの
マ
M

サ
ス
の
人
口
原
則
の
上
に
論
理
的
に
正
賞
に
立
脚
せ
る

こ
正
は
疑
ム
ペ
〈
も
な
い
o

か
〈
一
つ
の
人
口
法
則

ω上
に
立
脚
し
乍
ら
、
二
つ
の
異
な
れ
る
勢
口
論
が
出
犯
の

二
潜
が
，
ぞ
れ
ん

¥ω
労
賃
論
を
支
持
す
る
に
つ
き
、
こ
の
一
つ
の
人
口
法
則
を
そ
れ
作

¥ω
意
味
に
於

t
採

• 

はっ
た
が
た
め
で
あ
る
，
毛
し
て
そ
れ
は
或
る
意
味
に
於

τ
ご
も
に
論
理
的
仁
は
一
臆
正
し
い
己
一
五
は
れ
得
る
で
あ

p
b
V
7
0
 

亙

し
か
ら
ば
次
に

y
カ
ア
ド
の
崎
芳
賀
論
正
密
接
な
る
連
関
に
あ
る
ど
こ
ろ
の
が
の
マ

y
y
λ

の
人
口
・
原
則
な
る
も

翫

苑

り
カ
ア
ド
目
白
骨
質
論
L
Z

マ
ル
サ
ス
白
人
円
原
則

第
ニ
十
五
巷

E 
ゴL

第

腕

O 
n 

" ."-‘ 



誼

苑

リ
カ
ア
ド
由
勢
賃
論
'
P
M

マ
ル
ザ
ス
白
人
口
原
則

第
二
十
五
番

二ハ
O

第

掛

。
六

の
は
果
し
て
存
在
す
る
で
あ
宇
フ
炉
、
を
問
題
ど
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
O

が
こ
の
悶
溜
を
取
上
げ
る
前
に
、
果
L

て
幡
宮
貨
の
畿
動
は
、
資
際

t
、
リ
ノ
カ
ア
ド
の
信
守
る
が
如
(
に
、
か
、
る
白
然
法
則

rる
マ
庁
サ
ス
の
人
口
原
則

に
支
肥
苫
る
、
や
否
ゃ
を
吟
味
し
て
泣
き
た
い
。

努
貨
川
町
加

i

詰
ω市
場
震
の
そ
の
自
然
倒
格
よ
り
の
超
過
|
|
に
図
る
労
働
人
口
の
府
加
を
見
る
が

た
め
に
は
云
ふ
迄
も
な
(
、
生
活
資
料
が
潤
揮
に
な
る
の
結
果
、
崎
労
働
者
山
結
婚
鍛
が
増
大
し
、
そ

ω結
果
出

生
放
が

j
L、
而
も
そ
の
幼
児
が
そ
れ
ぐ
一
人
前
の
読
者
ぜ
な
る
の
池
?
経
な
り
れ
ば
な
ら
向
。
ゆ
主

に
そ
の
増
加
に
要
す
る
期
聞
は
普
通
十
五
年
乃
主
二
十
年
は
か
、

h
、
戒
は
そ
れ
以
上
に
及
ぶ
で
あ
ら
う
o

之
ピ

閥
抗
川
に
、
勢
貨
の
下
落
。

l
i労
働
の
市
助
倒
格
の
そ
の
自
然
倒
絡
よ
り
の
下
降

l
lに
閃
る
労
働
人
目
減
少
の
過

税
は
、
生
活
資
料
の
不
足
、
結
婚
数
減
退
・
出
生
放
の
減
少
の
過
粍
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
亦
可
成
、
り
の
長
年
月
に

一
日
一
;
る
を
得
な
い
。
つ
ま
h
人
口

ω自
然
的
増
加
は
、
貸
際
上
、
可
成
'
り
の
長
年
月
に
於
て
而
め
て
質
現
苫
れ

得
る
の
で
ゐ
る
。

ご
4

」
ろ
が
第
貨
の
曲
四
勤
の
期
聞
は
か
〈
の
如
(
長
(
は
な
い
。

y
カ
ア

r
は
労
貨
の

一
時
的
向
田
動
を
問
題
ご
す

長
川
間
に
亘
っ
て

る
の
で
は
な
い

t
云
ひ
、

叉
勢
担
民
的
経
動
、

調
節
は
貨
物
の
朋
岡
崎
怖
の
そ
れ
の
場
合
-
己
異
な
り
・

T'"・-←ーー一一・自由ーー 一ー

市
め
て
質
現
せ
ら
る
、
古
}
ご
を
自
分
自
ら
も
一
必
め
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
彼
れ
の
詞
に
左
の
如
、
き
も
の
が
ゐ
る
o

「省
L
需
要
に
下
し
て
市
場
に
於
て
除
1
0
少
し
の
何
千
し
か
な
い
な
ら
ば
、
傍
併
は
騰
貴
す
る
で
『
i
ら
う
が
、

し
炉
し
そ
は
た
い
ホ
ン
の
駒
〈

ω
問
で
ゐ
る
。
ご
ふ
の
は
一
年
に
し
て

Y
い
多
〈
の
資
本
が
そ
の
市
民
に
位
性

ら
れ
、

か
〈

τ帽
子
の
分
量
は
通
信
に
増
加
せ
ら
る
、
に
至

ιで
あ
ら
う
炉
ら
。

ぞ
れ
ゆ
ゑ
仁
そ
の
市
場
痕
格
は

そ
の
自
然
倒
絡
を
久
し
き
に
亘
b
て
多
〈
越
え
る
ニ
ご
が
で
き
な
い
。

rが
人
に
U
J

い
て
は
司
」
叫
こ
ご
は
一
疋
へ

ぬ
。
五
円
々
は
資
本
の
増
加
め
る
時
、

一
年
か
二
年
一
で
そ
の
人
数
を
殖
や
す
こ
ピ
は
出
来
ぬ
し
、

叉
資
本
の
返
品
。
的

Y ルサスり人口原則は苗組問抑制の附加に土砂若干自然法則たるととかι離
れ符た4云ひ得ないて・はないが、にも拘位らずそ白水質 lあ〈迄也自主与が則
とLて跨ったことは再定て‘きない。
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な
る
場
合
、
そ
の
人
数
を
急
速
に
減
ら
す
こ
ご
も
で
き
ぬ
o

だ
か
ら
勢
働
の
維
持
基
金
の
増
減
の
急
激
で
あ
る
の

に
、
時
労
働
者
の
人
数
り
増
減
は
緩
漫
で
ゐ
る
。
随
っ
て
勢
賃
が
穀
物
お
よ
び
必
要
日
間
的
倒
格
に
正
磁
に
左
右
サ
ら

る
、
前
に
は
、
可
成
り
の
間
M

聞
が
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
o
」

H
H
が
制
労
賃
山
り
自
然
的
動
動
お
よ
び
調
節
の
隔
が
如
何
に
E
E
い
t
は
云
へ
、
十
数
年
乃
至
二
十
年
に
一
旦
る
が
如
き

は
録
保
し
得
ら
れ
h
h
ぃ。

9
カ
ア
ド
も
か
、
る
長
期
間
の
縫
勤
を
問
題

=ι
た
の
で
は
な
か
ら
う

L
、
叉
悲
し
問

題
ζ

し
た
の
'
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
除
b
に
貨
際
己
注

5
か
る
。
か
、
る
長
期
間
内
に
は
、
努
貸
山
り
縫
動
お
よ

び
削
節
的
幾
度
u
r
v

経
験
さ
る
、
に
相
違
な
い
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
す
で
に
賞
川
7

声
サ
ー
の
駁
撃
が
ゐ
っ
た

が
、
そ
の
後

7
p
p
z
は
彼
特
有

ω立
場
か
ら
し

t
か
、
る
見
解
を
駁
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
一
五
ふ
|
|

『
資
本
が
伸
張
す
る
結
果
、
勢
働
市
川
婦
が
相
鋭
的
仁
不
足
Z
な
っ
て
現
は
れ
た
り
、
資
本
が
収
縮
す
る
結
果
、

そ
れ
が
過
充
・
己
な
っ
て
現
は
れ
た
り
す
る
さ
い
ふ
風
に
、
資
本
の
仲
縮
陥
っ
て
又
各
場
合
に
於
け

ι資
本
山
一
償
他

殺
展
慾
に
従
っ
て
労
働
山
需
要
を
規
制
せ
し
め
る
の
で
は
な
(
、
寧
ろ
反
岨
割
に
資
本
の
運
動
の
方
を
人
口
数

ω絡

封
的
運
動
じ
出
川
存
せ
し
め
る
己

ν
ふ
こ
ピ
は
.
十
年
毎
に
反
復
さ
れ
る
循
環
吉
、
ぞ
の
週
期
的
な
る
諸
段
階
|
|

こ
れ
ら
の
段
階
は
又
、
蓄
積
が
巡
り
に
仲
れ

τ.
絶
え
す
よ
り
急
速
に
総
起
す
る
所
の
不
規
則
的
な
勤
務
に
依
ウ

て
錨
交
3
れ
る
の
で
め
る
が
ー
ー
デ
ピ
特
徴
ピ
す
る
返
世
産
業
り
立
場
炉
ら
見
れ
ば
、
府
川
際
美
し
い
一
政
則
で
あ

ら
う
が
、
皐
覚
す
る
ご
司
}
み
終
隣
事
者

ω下
グ

7

に
外
な
ら
な
い
の
で
ゐ
る
。
こ
の
見
解
に
依
れ
ば
、
資
本
心
蓄

積
に
基
い
て
労
賃
は
増
騰
す
る
わ
け
で
め
る
o
h
r
(
橋
脚
鵬
し
た
持
貨
は
労
働
者
人
口
の
よ

b
急
速
な
る
増
殖
を
刺

戟
し
、
而
し
て
司
』
の
増
殖
は
、
労
働
市
川
婦
が
池
光
正
な

h
、
僻
労
働
者

ω供
給
じ
比
し
て
資
本
が
相
劉
的
に
不
寸
分

芭
な
る
に
至
る
迄
持
続
す
る
の
で
あ
る
o

認
に
於

τ労
賃
は
低
落
し
、
メ
タ
ル
は
裏
返
さ
れ
る
こ
ご
に
な
る
o

労

貨
の
低
落
に
依
つ

τ、
勢
働
者
の
人
口
は
次
第
に
減
少
を
来
た
し
、
こ
れ
が
た
め
資
本
は
再
び
帥
労
働
者
の
人
口

μ

詑

苑

り
お
ア
ド
由
勢
質
論
と
マ
ル
サ
ス
由
人
口
原
則

第
二
十
宜
容

山，、

第

棋

O 
ヒ
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詑

リ
か
ア
ド
山
捗
持
論
と
マ
ル
サ
λ

白
人
日
原
則

第

抗

第
二
十
古
谷

手E

~~ 

F、

O 
ノ、

比
し
て
過
剰
正
な
る
炉
、
又
は
他
の
人
や
が
主
張
す
る
が
知
〈
、
持
貨
の
低
落
正
、
ぞ
れ
に
伶
つ

τ生
下
る
勢
働

者
搾
収
の
増
進
ご
は
、
延
に
蓄
積
の
速
度
を
増
進
せ
し
め
る
ご
同
時
に
、
一
方
低
廉
な
る
崎
背
負
は
勢
働
者
階
級

の
増
殖
を
阻
止
1
る
に
至
る
o
h
r
〈

τ持
働
の
供
給
は
需
要
以
下
正
な
・
9
、
勢
貨
を
昂
騰
せ
し
め
る
時
が
再
び
生

じ
来
る
ご
い
ふ
風
に
、
-
ヨ
の
関
係
が
綿
々
-E
ー
し
て
反
復
古
れ
て
行
〈
O

後
述
し
た
資
本
制
生
産
仁
て
っ
て
は
、
窓

仁
美
し
い
運
動
方
法
で
は
ゐ
る
。
労
貨
が
増
騰
し

τそ
の
結
巣
、
現
質
的
に
労
働
能
力
ゐ
る
人
目
的
硝
秘
的
増
殖

が
生
じ
得
る
以
前
に
、
産
業
戦
の
行
は
れ
ね
ば
な
ら
滴
期
間
は
、
戦
闘
を
開
始
し
て
勝
負
を
決
し
な
り
れ
ば
な
ら

ぬ
期
間
は
、
幾
度
も
幾
度
も
経
過
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
」

要
す
る
に
勢
貨

ωwH際
上

ω畿
勤
t
自
然
的
な
る
人
口

ω
増
減
ど
は
一
致
し
な
レ
。

F
カ
ア
ド
り
こ
の
紬
に
つ

い
1

て
の
見
解
は
繰
っ
て
ゐ
る
ご
一
お
は
ね
ば
な
ら
向
。

L
か
ら
ば
叫
ノ
カ
ア
ド
の
勢
貨
論
は
全
然
こ
れ
全
五
円
定
す
べ
き

で
ゐ
る
か
?
或
は
そ
れ
じ
も
そ
の
勢
貸
越
動
調
節
の
理
論
に
於
て
不
十
分
な
る
所
あ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
そ

の
構
造
は
大
慨
に
於
て
こ
れ
を
承
認
サ
ゴ
る
を
得
ぬ
で
あ
ら
う
?
?
抜
に
於
て
勢
ひ
な
は
P
カ
ア
ド
崎
背
負
論
の

出
棋
院
鮎
で
あ
る
ご
一
=
ハ
リ
の
こ
の
機
構
且
と
し
て
の

T
U
F
f
-
人
口
原
則
を
の
も
り
、
検
討
に
進
み
入
り
、
凶
ノ
カ
ア
ド

勢
質
経
勤
理
論

ω根
本
的
説
謬
が
那
迭
に
伏
在
す
る
か
を
鬼
極
め
ね
ば
な
ら
れ
刷
。
即
も
一
マ
ル
サ
ス
の
云
ふ
が
如

き
自
然
法
則
ご
し

τ
の
人
口
法
則
は
果

Lτ
存
在
す
る
か
?
二
若

L
存
在
す
る
己
仮
定
す
る
も
、
果
し
て
か
、

る
自
然
法
則
た
る
人
口
法
則
は
、
我
が
枇
曾
現
象
仁
如
何
な
る
意
義
仁
於
で
、
相
交
渉
し
相
関
聯
す
る
か
?
三

凡
ゆ
る
枇
曾
形
磁
を
通
じ

τ妥
賞
す
る
何
ら
か
の
枇
曾
訟
則
己
し
て
の
、
発
展
法
則
ご

L
て
の
、
人
口
法
則
り
存

在
を
認
む
吋
き
か
?
四
人
口
怯
則
ざ
し
て
は
、
或
る
特
段
な
る
枇
曾
形
態
に
歴
史
的
に
特
有
な
る
も
の
、
み
存

在
す
る
に
過
ぎ
な
い
で
は
な
い
か
?
|
|
等
々
の
重
要
な
る
問
題
を
問
題
ピ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
泊
。

小
文
は
そ
れ
が
緒
論
争
』
成
す
の
み
。
(
完
)

一』

か
く

τw』の
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